
君の笑顔の守り方。

ΗΘΤΛΤΕ

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
君
の
笑
顔
の
守
り
方
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
５
５
２
Ｍ

【
作
者
名
】

　
Η
Θ
Τ
Λ
Τ
Ε

【
あ
ら
す
じ
】

　
大
好
き
な
彼
女
・
桜
が
、
あ
る
日
交
通
事
故
で
死
ん
で
し
ま
う
。

大
好
き
だ
っ
た
桜
が
死
ん
で
し
ま
っ
た

廃
人
に
な
っ
て
し
ま
う
拓
耶
。

そ
ん
な
な
か
で
桜
に
会
う
た
め
に
屋
上
か
ら
飛
び
降
り
る
。
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拓
耶
は
、
桜
に
会
え
る
の
か
？
！
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（
前
書
き
）

な
ん
か
、
ぐ
っ
だ
ぐ
っ
だ
で
す
。

三
回
目
の
投
稿
・
・
・
？
？

死
ネ
タ
で
す
が
、
結
構
い
い
感
じ
で
仕
上
が
っ
て
る
と
思
い
ま
す
ｗ
ｗ

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。
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大
好
き
な
君
は
・
・
・
。
も
う
。
こ
こ
に
は
い
な
い
・
・
・
。

大
好
き
な
君
は
・
・
・
も
う
・
・
・
。
い
な
い
。

だ
っ
た
ら
、
僕
は
生
き
て
い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
や
・
・
・
。

会
い
た
い
よ
・
・
・
。
会
い
た
い
よ
・
・
・
。
桜
・
・
・
。

神
様
・
・
・
。
は
や
く
僕
を
桜
に
会
わ
せ
て
・
・
・
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・

「
た
ー
ー
ー
ー
ー
く
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
や
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
」

朝
、
そ
ん
な
大
声
で
目
が
覚
め
た
。

「
う
っ
せ
・
・
・
。
」

そ
う
思
い
な
が
ら
、
窓
を
開
け
て
下
を
を
覗
く
と

「
に
ひ
っ
ｗ
ｗ
」

と
、
笑
い
な
が
ら
ピ
ー
ス
を
し
て
く
る
あ
い
つ
。

「
桜
。
近
所
迷
惑
だ
ろ
お
お
が
！
！
」
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と
、
上
か
ら
怒
る
と
・
・
・
。

「
え
へ
へ
ｗ
ｗ
で
も
さ
、
拓
耶
。
早
く
し
な
い
と
、
遅
刻
し
ち
ゃ
う
よ
？
？
」

と
、
ま
た
ま
た
大
声
で
叫
ん
で
く
る
。

「
は
ぁ
・
・
・
。
ま
っ
た
く
・
・
・
。
」

そ
う
や
っ
て
た
め
息
を
つ
く
と
・
・
・
。

「
分
か
っ
た
よ
！
！
急
ぐ
か
ら
、
待
っ
て
ろ
よ
・
？
学
校
ま
で
チ
ャ
リ
で
送
っ

て
や
る
！
！
」

そ
う
や
っ
て
言
う
と
、
嬉
し
そ
う
に
笑
っ
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・

桜
と
俺
は
、
中
学
校
か
ら
の
仲
で
、
家
も
隣
だ
っ
た
。

付
き
合
い
は
じ
め
た
の
は
、
中
二
の
夏
。

友
人
た
ち
が
、
俺
ら
の
仲
の
良
さ
と
、
お
互
い
が
両
思
い
な
の
を
知
っ
て
く
っ

つ
け
よ
う
と
し
た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
。

お
互
い
が
、
初
彼
・
初
彼
同
士
で
。

何
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
・
・
・
。

『
愛
し
合
っ
て
た
ら
、
わ
か
ん
な
く
っ
て
も
、
だ
ん
だ
ん
分
か
り
始
め
る
よ
ね
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ｗ
ｗ
？
』

っ
て
、
笑
う
桜
が
異
常
に
可
愛
く
っ
て
・
・
・
。
優
し
く
っ
て
・
・
・
。

絶
対
に
、
こ
い
つ
を
一
生
守
っ
て
、
愛
し
て
い
こ
う
っ
て
、
誓
っ
た
ん
だ
・
・
・

。・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

『
ぷ
る
る
・
・
・
。
』

こ
ん
な
時
間
に
誰
だ
ろ
う
？
？

今
は
深
夜
・
・
・
。

今
日
は
、
学
校
も
終
わ
っ
て
、
部
活
で
疲
れ
た
け
ど
。
桜
と
帰
っ
て
き
て
癒
え

て
・
・
・
。

そ
ん
な
一
日
だ
っ
た
・
・
・
。

い
つ
も
通
り
の
幸
せ
な
一
日
。

で
も
・
・
・
な
ん
だ
ろ
う
？
？
こ
の
・
・
・
胸
騒
ぎ
・
・
・
。

今
は
、
深
夜
二
時
。

な
ん
か
、
こ
ん
な
時
間
に
か
か
っ
て
き
た
か
ら
、
変
な
思
い
を
し
た
の
か
な
？
？

『
が
ち
ゃ
。
』
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「
は
い
。
稲
見
で
す
。
あ
っ
！
！
桜
さ
ん
の
お
母
様
で
す
か
？
！
」

い
み
ね

な
ん
だ
。
桜
の
お
母
さ
ん
か
ｗ
ｗ
う
っ
わ
。
緊
張
す
る
な
あ
あ
。

っ
て
い
う
か
、
な
ん
だ
よ
。
俺
の
勘
。
当
た
ら
ね
え
な
ｗ
ｗ

そ
ん
な
風
に
へ
ら
へ
ら
し
て
た
の
が
間
違
い
だ
っ
た
。

次
の
言
葉
に
俺
は
絶
句
と
、
妙
に
冷
静
な
俺
を
感
じ
る
な
ん
て
思
い
も
し
な
か

っ
た
ん
だ
。

「
え
？
？
桜
が
・
・
・
死
ん
だ
？
？
」

（
あ
・
・
・
俺
の
勘
・
・
・
当
た
る
じ
ゃ
ん
・
・
・
。
）

妙
に
冷
静
な
俺
。

そ
し
て
、
感
じ
る
孤
独
感
。

で
も
・
・
・
。
桜
・
・
・
？
？
桜
？
嘘
だ
ろ
・
・
・
。
桜
？
・

な
ん
で
・
・
・
。

『
・
・
・
ご
め
ん
ね
・
・
・
稲
見
君
・
・
・
わ
っ
た
し
も
・
・
・
本
当
に
悔
し

く
っ
て
・
・
・
。
雨
の
せ
い
で
、
視
界
が
悪
く
な
っ
て
て
ね
・
・
・
。
曲
が
っ

て
く
る
車
に
・
・
・
ひ
・
・
・
か
れ
て
・
・
・
。
即
死
で
・
・
・
。
本
当
に
、

ご
め
ん
な
さ
い
ね
。
桜
を
愛
し
て
く
れ
て
た
の
に
・
・
・
。
こ
ん
な
・
・
・
悲

し
い
・
・
・
別
れ
か
・
・
・
た
・
・
・
。
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
ね
・
・
・
。

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ね
え
・
・
・
。
』
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桜
の
お
母
さ
ん
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
。

お
か
し
い
な
・
・
・
。
妙
に
遠
く
に
聞
こ
え
る
の
に
・
・
・
、
。

妙
に
近
く
に
聞
こ
え
る
ん
だ
・
・
・
。

悲
し
い
・
・
・
悲
し
い
・
・
・
悲
し
い
よ
・
・
・
。

桜
・
・
・
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

葬
式
に
も
お
通
夜
に
も
出
た
。

悲
し
い
・
・
・
。
悲
し
い
・
・
・
。

で
も
、
ま
っ
た
く
感
じ
ら
れ
な
い
ん
だ
。

桜
が
死
ん
だ
事
実
。

だ
っ
て
、
朝
目
を
覚
ま
す
時
に
は
、
君
の
近
所
迷
惑
だ
ろ
っ
て
い
う
ほ
ど
の
大

き
な
声
が
聞
こ
え
て
・
・
・
、

で
も
・
・
・
窓
を
開
け
て
下
を
見
て
も
誰
も
い
な
く
っ
て
。

玄
関
を
開
け
る
と
、
い
つ
も
笑
っ
て
る
君
が
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
っ
て

玄
関
開
け
て
。
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そ
う
い
え
ば
、
今
日
は
雨
が
降
る
ん
だ
っ
た
な
。
絶
対
あ
い
つ
、
か
っ
ぱ
持
っ

て
な
い
ぞ
。
っ
て
お
も
っ
て
、
あ
い
つ
の
分
ま
で
用
意
し
て
・
・
・
。

い
ら
な
い
二
つ
の
か
っ
ぱ
を
み
て
、
今
日
は
。
桜
や
す
み
な
ん
だ
っ
け
？
・
っ

て
思
っ
て
・
・
・
。

学
校
に
い
く
と
き
に
は
、
チ
ャ
リ
が
妙
に
軽
く
感
じ
る
く
せ
に
、
妙
に
誰
か
が

乗
っ
て
い
る
感
じ
も
す
る
ん
だ
・
・
・
。

そ
し
て
、
学
校
に
い
く
と
、
あ
い
つ
の
席
に
花
瓶
が
置
い
て
あ
る
。

ど
う
し
て
・
・
・
花
瓶
が
置
い
て
あ
る
の
？
？

だ
っ
て
、
そ
こ
は
桜
の
席
な
ん
だ
。

桜
が
い
る
ん
だ
・
・
・
笑
っ
て
る
桜
が
見
え
る
ん
だ
よ
・
・
・
。

ね
ぇ
。
桜
。
ど
う
し
た
ら
、
君
に
会
え
る
？
？

ど
う
し
た
ら
、
君
の
あ
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
？
？

ね
ぇ
・
・
・
。
答
え
て
よ
。
桜
・
・
・
。

「
な
ぁ
。
最
近
、
拓
耶
や
ば
い
よ
な
。
」

「
え
？
・
あ
ぁ
・
う
ん
。
廃
人
・
・
・
っ
て
感
じ
。
」

そ
ん
な
会
話
な
ん
て
、
耳
に
も
入
ら
な
か
っ
た
。

暗
い
・
・
・
。
真
っ
暗
だ
。
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ね
ぇ
。
桜
。
僕
に
、
光
を
与
え
て
・
・
・
。

「
あ
・
・
・
そ
っ
か
。
」

そ
う
思
う
と
突
然
、
俺
の
中
で
あ
る
考
え
が
浮
か
ん
だ
。

（
そ
う
だ
。
桜
が
死
ん
だ
な
ら
、
僕
も
死
ね
ば
会
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
）

そ
う
か
。
そ
う
だ
・
・
・
。

桜
に
会
え
る
・
・
・
。

俺
は
そ
う
思
う
と
、
一
目
散
で
屋
上
ま
で
の
階
段
を
駆
け
上
が
る
。

屋
上
は
危
な
い
か
ら
っ
て
閉
鎖
さ
れ
て
た
け
ど
、
奇
跡
的
に
開
け
る
事
が
出
来

た
。

『
ぎ
い
い
い
・
・
・
。
』

あ
あ
・
・
・
。
蒼
い
な
あ
・
・
・
。

そ
っ
か
。
そ
こ
に
桜
が
い
る
ん
だ
ね
。

だ
か
ら
、
妙
に
明
る
く
感
じ
る
ん
だ
・
・
・
。

桜
。
。
。
今
か
ら
会
い
に
行
き
ま
す
。

『
ひ
ゅ
っ
。
』
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と
、
フ
ェ
ン
ス
を
乗
り
越
え
る
。

す
る
と
・
・
・
。

「
拓
耶
っ
！
！
行
く
な
！
！
！
拓
耶
！
！
死
ん
じ
ゃ
う
だ
ろ
？
！
」

（
・
・
・
あ
ぁ
。
時
棹
か
・
・
・
。
『
死
ん
じ
ゃ
う
？
？
』
違
う
よ
。
僕
は
、

と
き
さ
お

会
い
に
い
に
い
く
ん
だ
。
桜
に
・
・
・
。
そ
こ
で
、
一
生
桜
と
す
ご
す
ん
だ
・
・

・
。
）

「
ふ
っ
・
・
・
。
」

そ
う
や
っ
て
笑
う
と
、
俺
は
フ
ェ
ン
ス
か
ら
手
を
離
し
、
屋
上
か
ら
飛
び
降
り

た
。

「
拓
耶
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！

！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

大
声
で
叫
ぶ
時
棹
の
声
・
・
・
。

走
馬
灯
の
よ
う
に
駆
け
巡
る
思
い
出
の
数
々
。

・
・
・
桜
・
・
・
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
終
わ
ろ
う
と
し
た
瞬
間
。

拓
耶
以
上
に
大
き
く
聞
こ
え
た
声
が
あ
っ
た
。

「
た
・
・
く
・
・
や
・
・
・
。
」
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「
！
！
桜
？
！
」

そ
う
叫
ん
だ
瞬
間
。

ふ
わ
っ
と
体
が
浮
い
た
。

そ
し
て
、
見
え
た
。

僕
を
支
え
る
桜
の
体
と
笑
顔
の
桜
。

「
桜
・
・
・
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
た
ん
だ
ね
。
」

（
今
か
ら
行
く
か
ら
・
・
・
。
）

「
・
・
・
る
な
・
・
・
。
」

「
へ
？
」

「
来
な
く
て
・
・
・
い
い
か
ら
。
も
う
・
・
・
大
丈
夫
だ
か
ら
。
ね
ぇ
。
拓
耶
。

お
願
い
。
幸
せ
に
・
・
・
幸
せ
に
生
き
て
・
・
・
。
私
は
、
も
う
こ
の
世
に
は

生
き
て
い
け
な
い
け
れ
ど
・
・
・
。
そ
れ
で
も
。
そ
れ
で
も
。
幸
せ
に
・
・
・
。

お
願
い
・
・
・
。
」

そ
う
、
言
う
と
ふ
っ
と
姿
を
消
し
て
、
俺
の
目
の
前
に
あ
る
の
は
陸
上
部
が
運

ん
で
い
る
マ
ッ
ト
。

そ
し
て
。

『
ど
す
ん
。
』
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と
い
う
、
鈍
い
音
の
後
に
感
じ
る
激
痛
。

「
あ
っ
・
・
・
。
痛
い
・
・
・
。
」

陸
上
部
の
や
つ
ら
は
び
っ
く
り
し
て
、
そ
こ
か
ら
離
れ
た
み
た
い
だ
け
ど
、
俺

は
、
そ
の
マ
ッ
ト
の
上
で
寝
っ
転
が
り
な
が
ら
両
手
を
見
た
。

あ
の
時
。
確
か
に
感
じ
た
ぬ
く
も
り
。

最
初
で
最
期
の
キ
ス
と
、
両
手
の
温
か
さ
。

そ
し
て
・
・
・
。
最
期
の

「
あ
り
が
と
う
・
・
・
」

桜
。
こ
ち
ら
こ
そ
。
い
ま
ま
で
あ
り
が
と
う
。
助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

今
ま
で
、
俺
は
桜
と
過
ご
せ
て
幸
せ
で
し
た
。

き
っ
と
・
・
・
ず
っ
と
・
・
・
こ
れ
か
ら
も
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

一
ヶ
月
後
・
・
・
。

「
お
～
～
い
。
拓
耶
。
退
院
お
め
っ
と
ｗ
」

「
あ
り
が
と
う
ｗ
ｗ
」

「
も
ぉ
～
～
。
び
っ
く
り
し
た
ん
だ
か
ら
ね
？
・
」
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「
あ
は
は
ｗ
ｗ
ご
め
ん
ね
ｗ
ｗ
」

あ
の
後
、
俺
は
あ
ま
り
の
痛
さ
に
気
を
失
い
、
先
生
達
が
大
騒
ぎ
を
し
て
、
最

終
的
に
救
急
車
に
運
ば
れ
て
、
す
ぐ
に
手
術
。
奇
跡
的
に
大
怪
我
は
し
な
か
っ

た
も
の
の
、
?
週
間
気
を
失
っ
て
て
、
精
神
状
態
も
不
安
だ
っ
た
の
で
、
結
果
。

一
か
月
の
入
院
と
な
っ
た
。

正
直
言
っ
て
、
ダ
サ
す
ぎ
る
結
果
に
な
っ
た
わ
け
だ
け
ど
ｗ
ｗ

で
も
。
桜
、
君
の
お
か
げ
で
助
か
っ
た
ん
だ
。

あ
り
が
と
う
。

ね
ぇ
？
桜
、
今
君
は
ど
こ
に
い
る
の
？
ど
こ
で
な
に
を
し
て
て
、
何
を
し
て
笑

っ
て
る
？
？

っ
て
い
う
か
、
笑
っ
て
る
？
？

俺
さ
、
桜
の
笑
顔
が
大
好
き
だ
か
ら
、
桜
。
お
前
が
ど
こ
に
い
て
も
、
な
に
を

し
て
て
も
、
笑
っ
て
て
ほ
し
い
よ
。

ね
ぇ
？
桜
。
ど
こ
に
行
け
ば
君
に
会
え
る
？
君
の
笑
顔
に
出
会
え
る
？
？
君
の

笑
顔
を
守
れ
る
？

・
・
・
わ
か
っ
て
る
よ
。

君
へ
の
会
い
か
た
は
、
俺
が
笑
う
こ
と
。

君
の
笑
顔
の
会
い
か
た
は
、
俺
が
泣
か
な
い
こ
と
。



15

そ
し
て
・
・
・
。

君
の
笑
顔
の
守
り
方
。

そ
れ
は
、
俺
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
こ
と
な
ん
だ
よ
ね
。

分
か
っ
て
る
よ
。

で
も
ね
。
桜
。
俺
、
ま
だ
。
桜
か
ら
立
ち
直
れ
そ
う
に
な
い
か
ら
さ
。

俺
の
幸
せ
は
、
桜
の
幸
せ
を
祈
っ
て
。
桜
の
彼
氏
で
い
る
こ
と
。

で
も
い
い
か
な
？
・

別
れ
る
気
は
さ
ら
さ
ら
な
い
ん
だ
け
ど
、
も
し
も
、
別
れ
る
時
が
来
た
ら
、
ち

ゅ
ん
と
伝
え
に
行
き
ま
す
。

ね
ぇ
。
桜
？
・
こ
ん
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
こ
れ
が
俺
の
幸
せ
だ

か
ら
。
桜
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
く
っ
て
も
、
こ
れ
が
俺
の
幸
せ
だ
か
ら
、
笑

っ
て
。
見
守
っ
て
て
。

俺
は
、
君
の
笑
顔
を
守
る
か
ら
。
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（
後
書
き
）

え
っ
と
・
・
・

す
み
ま
せ
ん
。

変
な
終
わ
り
方
で
す
み
ま
せ
ん
・
・
・
。

自
分
て
き
に
は
、
終
わ
り
方
は
よ
か
っ
た
・
・
・
か
な
？
？

最
期
ま
で
読
ん
で
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ｗ



18

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

君の笑顔の守り方。
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